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減光が蚕豆の落花・落英に及ぼす影響

相　　原　　四　　郎

（宮城県鼻試）

は　し　が　き

蚕豆の着葵歩合は極めて低く，一般には15～20％位に

しか達しない．その一因として光度の影響が考えられる

ので．1958年花粉の機能に及ぼす減光の影響について，

1959年落花・落葵に及ぼす影響について除討した．

その結果について報告する．

1．花粉機能に及ぼす影響

実験方法

品種一寸を供用し．標準区と開花全期間遮光区（4月

28日開始）の2区を設けた．各区3株．ポット栽培．1

区制．遮光区はヨシズで東側だけ直光の入らぬように開

放し他は全部囲った．

花粉は当日開花のものを午前採塀．寒天1％・蕉糖30

％の発芽床使用，2回反覆，染色固定はコットソブルー

0．2％乳酸液．乳酸で脱色検鼠　花粉管長は20～30の花

粉についての平均とした．

実験結果

第1表に示すとおりである．すなわち減光開始後5日

から23日に至っても花粉の発芽率・花粉管長とも標準区

と差はなく，発芽温度に対する適応性にも差はない．

第1表．　減光が花粉機能に及ぼす影響（1958）
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注：1．表中aは発芽率（％）．bは花粉管長（〝）．
2．11日後の25～300C区は処理開始後間もなく300Cとなり，約2時間置かれた．

2．落花・落葉に及ぼす影響

試験方法

品種一寸を供用，1区5株．2回反覆，圃場で実施

減光はヨシズで全周囲をかこんだ．

区別は標準区・全期間減光区（4月17日）・開花中期

からの減光区（4月27日）・開花中期から減光し前期開

花摘除したまたの計4区を設けた．

試験結果

第2～4表に示すとおりである．

第　2　表．　着　菅・開　花・着　莱　調　査（1959）
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第　3　蓑．　落　花・落　葉　歩　合（1959）
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第　4　表．　収　　量　　調　　査（1株当り，1959）

総蒼蕾数・開花数・着英数ともに減光区は標準区に比

べて少ない．

落花歩合・落葵歩合等も減光区は高く，収穫葵歩合は

低い．収穫葵歩合の最も低いのは全期減光区であり，中

期減光並びに前期摘花の2区は標準の約砲となってい

る．

収量でも減光区は激減し，しかも1粒葵歩合が多い．

すなわち減光は落花・落葵を誘起するのはもちろん，

着莱したものの藁の生育にも大きな影響を及ぼしてい

る．

3．考　　　　　察

減光は長期間の処理であっても蚕豆の花粉機能には何

A
E】 計

等影響する所がなく．発芽温度についても標準花粉と同

様の結果を示した．

落花・落葵は減光開始の時期や摘花等によって若干の

差はあるが，いずれも標準区に比べてその歩合は高く．

減光の影響は極めて大きい．且つ葵実の状態は1粒葵歩

合が高く，同化生成物質の蓄着が少なく完全発育に至ら

なかったものと考えられる．

雌芯能力の検定がされていないので落葵・落花の原因

が雌芯の受精能力の欠除によるものか．あるいは受精し

ても同化能力の低下によって発育不完全に終ったものか

どうかは断定出来ないが，いずれにしても花粉機能の低

下による落花・落莱ではなく，結局減光による同化能力

の低下が弄発の要因と考えられる．

きうり「山交7号」の育成経過と特性

柿　崎　正　第・鈴　木　　　洋

（山　形　県　農　試）

1．育　成　日　的

山形市近郊では．古くから春きうりの直播ないし小筒

移植栽培（紙テソト使用）が集団的に行われ．県外に共

同出荷されているが，品種は地方在来種が用いられ，し

かも採種体系がまちまちのためきわめて雑ぱくとなり．

出荷用としては不適当と考えられるようになった．

そこで長日条件下で播種してもよく節成性をあらわ

し．果色は半白系の優良品種を育成しようとして1949年

から育種を開始したが，一応目的に近い系統を得たので

その概要を報告する．

2．育　成　経　過

山形在来種である商館きうりの系統分離を行い，その


